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『二十四輩順拝図会』の世界
江戸の観光ガイドブック，
「名所図会」の福井
　江戸時代後期，日本各地の名所旧跡・年中行事を
細緻な挿絵を交えて紹介した観光ガイドブックが多
く出版され，たちまちベストセラーになった。いわ
ゆる「名所図会」である。「名所図会」に関しては，
夙に岩波講座「地質学及び古生物学，鉱物学及び岩
石学，地理学」の第 16 回配本（昭和 7年 6月）に，
三好学氏による「名所図会解説」があって，「名所
図会」は，次の 6部に分類されている。
　① 　 一国，数国又は一地方に関するもの（『都名
所図会』『江戸名所図会』など）
　② 　 街道筋に関するもの（『東海道名所図会』『中
山道名所図会』など）
　③ 　庭園に関するもの（『都林泉名勝図会』など）
　④ 　 信仰に関するもの（『芸州厳島図会』『金比羅
参詣名所図会』など）
　⑤ 　 歳時記及び花暦に関するもの（『東都歳時記』
『江戸名所花暦』など）
　⑥ 　『唐土名所図会』
　私の知るところでは，残念ながら越前国一国，若
狭国一国，あるいは北陸街道筋の名所旧跡を中心に
紹介した「名所図会」は，江戸時代には出版される
ことはなかったようである。『越前国名所図会』『若
狭国名所図会』『北国街道名所図会』といった書名
の「名所図会」は刊行されなかったのである。しか
し，そうだからといって，江戸時代の越前・若狭両
国に名所旧跡がなかったわけではない。『二十四輩
順拝図会』『日本山海名産図会』『日本山海名物図会』
などには，越前国・若狭国の名所旧跡・名物名産品
がいくつか紹介されている。
　そこで今回は『二十四輩順拝図会』を取り上げ，
江戸時代の越前国（現在の福井県嶺北）の名所旧跡
の案内をかねて，江戸時代の観光ガイドブック，「名
所図会」の魅力を紹介したい。
　『二十四輩順拝図会』は，三好氏の分類の④「信
仰に関するもの」に属する。本書は浄土真宗の宗祖，
親鸞聖人並びに聖人の高弟 24 名と所縁の深かった
寺院や名所旧跡を順に参拝できるように編集された
ガイドブックである。とりわけ北陸地方は，親鸞聖
人が一時期，越後国へ流されたこともあって，北陸
街道沿いには親鸞聖人に縁の深い名所旧跡が多くあ
り，また，越前国吉崎には本願寺第 8世蓮如上人が
開かれた吉崎御坊がある。
　本学図書館所蔵本は，縦 26cm，横 18cm の美濃
本（美濃半紙を縦二つ折りにした寸法の本）。前編
5巻 5 冊，後編 5巻 5 冊の計 10 巻 10 冊。前編は享
和 3 年（1803），後編は文化 6 年（1809）の刊行。
表紙は朱色で，その左肩部に「二十四輩順拝図会」
の刷り題簽（外題）がある。内題も同じく「二十四
輩順拝図会」。著者は了貞。了貞は河内国にあった
真宗大谷派（東本願寺派）専教寺の住職であること
以外，その生没年，俗名などは現在のところは不明
である。挿絵は竹原春泉斎である。本書前編巻 1に
は山城・近江，巻 2には越前・加賀，巻 3に越中・
越後，巻 4に越後，巻 5に信濃・上野が，また，後
編巻 1には武蔵，巻 2には下総・常陸，巻 3には常
陸，巻 4には陸奥・出羽・下野，巻 5には相模・甲
留学生センター助教授　　膽　吹　　　覚
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【挿絵 1】九十九橋
斐・駿河・遠江・三河・尾張・美濃・伊勢が，それ
ぞれ収録されている。なお，現在では，『二十四輩
順拝図会』は，『日本名所風俗図会』第 16 巻（角川
書店）に，その全文が翻刻されて挿絵とともに掲載
されている。
　【挿絵 1】は九十九橋を北西方向から描いた鳥瞰
図。その左端に「福井御城」の一部が見える。また，
絵の左上隅に「其二」とあるように，本書には，こ
の挿絵とは別にもう 1枚，九十九橋南詰の城下町（現
在の久保町周辺）を描いた半丁の絵が載る。
　絵の左上部から「く」の字に折れ曲がって流れて
いる大河が足羽川。絵の左上部，その足羽川に注ぎ
込む流れは，現在の荒川であろう。「九十九橋」は
絵の下部，足羽川に南北に架かっている。この橋は
江戸時代，その一時期を除いて，足羽川に架かる唯
一の橋であった。江戸前期の地誌，『越前地理指南』
に拠ると，当時の九十九橋は全長 88 間（158.4m），
幅 3間（5.4m）であったという。
　九十九橋は挿絵に描かれているとおり，その北半
分が板橋で，その南半分が石橋というたいへん珍し
い造りの橋であった。その理由について，『二十四
輩順拝図会』は，次のように記している。江戸時代
の足羽川は，しばしば氾濫し，その水の勢いは強固
な石橋でも流されてしまうほどであった。そこで，
橋の半分を板橋にし，洪水のときは，まず板橋が流
れ落ち，川水の勢いを緩め，その結果として南半
分の石橋が残るように工夫したという。この工夫に
よって，洪水後の橋の修復費用も大幅に軽減された
という。なお，このことは江戸後期の紀行文学，橘
南谿の『東遊記』巻二「九十九橋」にも，挿絵を添
えて紹介されている。
　絵にあるとおり，九十九橋の両端には門があり，
その北詰（絵の左下隅）には高札場と常夜灯があっ
た。この橋は美濃国から福井を経て，加賀，越中，
越後に至る北国街道の一部（現在の芦原街道）で，
江戸時代は北陸道の交通の要所であった。また，『日
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【挿絵 2】湯尾峠
本山海名産図会』にも九十九橋を描いた挿絵が掲載
されており，そこには橋の南詰で菅笠を売る人の姿
が描かれている。菅笠は江戸時代の旅人の必需品。
福井の名産品のひとつであった。
　【挿絵 2】は，湯尾峠の茶屋の一景。この峠は，
南越前町湯尾から同町今庄へ通じる北国街道の峠。
絵の右端には湯尾峠の南方にある「木の目峠」が，
さらに，絵の右中央部には，遥か遠くに越前国と近
江国との国境近くにある「中河内」が見える。
　絵の右下隅，荷物を杖に引っ掛けたり，肩に背負っ
たりして，この峠を越えて，北へ向かう男が 3人。
その向こうから男たちの荷物の 4・5 倍ほどはあろ
う炭俵を軽々と背負った女が，これまた 3人。その
先頭を行く女は煙管を右手に燻らせ，その隣の女は
炭俵の上にもう一つ風呂敷包みを乗せている。勝負
は一瞬にて落着。男たちは笠を深くかぶり直したり，
女たちと目を合わさないようにうつむきながらそそ
くさと路傍へ移動したりして，この後，あっけなく
道を譲るのであった。
　江戸時代，この峠には 4軒の茶屋があって，そこ
で疱瘡（天然痘をはじめとする皮膚病全般）にご利
益のあるお礼をもらい，この峠の西側にある八十八
箇所道の孫嫡子社へ参詣した。絵の左上部，茶屋の
奥には「孫嫡子大明神」と書かれた暖簾が見え，そ
の左手には孫嫡子大明神を祀る神棚がある。店先に
は 3 人の男たち。その右端の男の右頬には疱瘡の
痕。茶店の女からお札を受け取り，懐に用意してき
た浄財を渡そうとする。すると「この男，なかなか
の上客」と見たもう一人の茶屋の女が，すかさず奥
から現れて，「まあ，お茶でもどうぞ」と差し出す。
これではこのまま懐から出すわけにはいかないもの
……。店先の街道にはお供の少年を従えた若い女性
が 1人。頭巾をかぶり，袖で顔を隠している。その
合間から見える顔には，これまた疱瘡の痕。女性に
とってお肌のトラブルは大問題。人目をしのんで神
頼み。この後，孫嫡子社へ参詣し，その近くに待た
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せてある駕籠で帰るはず。この茶屋で授けられるお
礼は，西鶴の『男色大鏡』，近松門左衛門の『傾城
反魂香』，十返舎一九の『湯尾峠孫嫡子』などの文
学作品にも登場するほど，全国的に有名であった。
　『二十四輩順拝図会』には，この他に「荒乳山」「敦
賀之湊」「一向宗加越の戦い」「出雲山毫摂寺」「山
元山證誠寺」「山元山證誠寺の勅号を賜ふ」「上野山
誠照寺」「空然坊車道場」「橘宗賢が宅に聖人弥陀仏
の像を写し給ふ」「東本願寺御門跡御坊所」「西本願
寺御門跡御坊所」「真宗寺」「興宗寺」「船橋」「柘植
の旧跡」「吉崎御坊」「「嫁おどし谷の由来」「三国湊」
「三国の遊女町」などの挿絵が掲載されている。今，
私は，これらの挿絵に，『日本山海名物図会』に載
る「越前奉書和紙」，『日本山海名産図会』に載る「若
狭鰈網」「越前海胆」，さらには『若狭八景』の絵図
などを加えて，新たに「福井名所図会」を編むこと
ができるのではないか，と構想中である。「名所図会」
は確かに江戸時代の古典籍であり，過去の遺物かも
しれない。しかし，それらを再編集することで，福
井の文化をビジュアル的にとらえ，それを国内外へ
発信することができるのではないか，と考えている。
近年，福井県は観光ビジネスに力をいれ始めたと聞
く。私が構想中のこの「福井名所図会」は，そうし
た動きにもリンクするはずである。
　さて，江戸時代に出版，あるいは写本として成立
した越前・若狭両国（現在の福井県）に関する地誌
類は，現在は杉原丈夫・松原信夫共編『越前若狭地
誌叢書』全 3冊（昭和 46・48・52 年刊）に，計 36
点が翻刻されて刊行されている。杉原先生は本学教
育学部元教授で，江戸時代の越前・若狭両国に関す
る地誌類の蒐集と研究に尽力された方である。私も
本稿を成すにあたって，この叢書を大いに参照させ
ていただいた。今，杉原先生の学恩に報いるべく，
本誌紙面を借りて，『越前若狭地誌叢書』に収録さ
れた地誌類を列挙し，私を含めた後学の徒の一助と
ならんことを期して，この筆を擱く。
○　上巻（8点収録）
　①　越前国絵図
　②　越前地理指南
　③　越前地理梗概
　④　越前国古城跡并館屋敷蹟
　⑤　帰鴈記
　⑥　越前国名勝記
　⑦　越藩拾遺録
　⑧　南越温故集
○　下巻（10 点収録）
　⑨　若狭国伝記
　⑩　若耶群談
　⑪　若狭郡県志
　⑫　越前国寺庵
　⑬　越前鹿子
　⑭　大野領寺社記并雑記
　⑮　大野寺社縁起
　⑯　大野城下火変記
　⑰　越前往来
　⑱　越前国産物
○　続巻（18 点収録）
　⑲　雲の濱見聞録
　⑳　若狭八景
　㉑　越前新風土記
　㉒　敦賀一目鏡
　㉓　越前鯖江志
　㉔　深山水
　㉕　越前国主記
　㉖　越前古名考
　㉗　若狭国志
　㉘　若狭国志伴信友註
　㉙　足羽社記略
　㉚　気比太神宮俗談
　㉛　刃根系図
　32　舟津社記
　33　大塩八幡宮縁起
　34　市布村氏神由来書
　35　剣神社縁起
　36　越前志（抄）
